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支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　愛
知
県
豊
橋
支
部

愛
知
県
豊
橋
支
部
の

　

  

総
会
及
び
中
部

　
　ブ
ロ
ッ
ク
の
開
催

愛
知
県
豊
橋
支
部
の
総
会

が
六
月
三
十
日
、
豊
橋
市
藤

澤
町
の
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル

　　東
京
都
渋
谷
支
部

第
二
十
回

渋
谷
区
支
部
総
会

六
月
二
十
三
日
渋
谷
区
支

部
第
二
十
回
総
会
を
、
渋
谷

区
代
々
木
の
全
理
連
ビ
ル
で

会
員
十
七
名
の
参
加
を
得
て

開
催
。
来
賓
と
し
て
轟
豊
藏

台
東
区
支
部
長
様
、
元
角
昌

三
西
東
京
支
部
長
様
を
お
迎

え
し
た
。
今
回
の
大
き
な
議

題
は
支
部
長
の
引
継
ぎ
と
役

員
の
選
任
で
あ
り
、
前
年

度
総
会
に
お
い
て
予
告
さ

れ
て
い
た
と
お
り
支
部
長
は

七
十
六
歳
の
石
毛
利
雄
よ
り

五
十
八
歳
の
石
毛
義
朗
へ
引

き
継
が
れ
た
。
支
部
長
の
大

幅
若
返
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
渋
谷
区
支
部

第
五
代
目
支
部
長
が
誕
生  

し
た
。

日
本
善
行
会
の
悩
み
の
一

つ
で
も
あ
る
高
齢
化
を
解
決

す
る
た
め
に
渋
谷
区
支
部
は

そ
の
先
陣
を
切
っ
て
若
い
支

部
長
の
も
と
革
新
的
な
支
部

運
営
と
若
者
た
ち
の
会
へ
の

参
加
を
積
極
的
に
行
っ
て
ゆ

く
。こ

れ
も
初
め
て
の
こ
と
で

あ
る
が
轟
台
東
区
支
部
長
様

と
元
角
西
東
京
支
部
長
様
に

特
別
顧
問
に
ご
就
任
頂
き

石
毛
義
朗
体
制
を
バ
ッ
ク
ア

ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
っ
た
。

石
毛
利
雄
前
支
部
長
は
本

部
理
事
と
し
て
日
本
善
行
会

の
発
展
の
た
め
さ
ら
に
尽
く

す
こ
と
と
し
た
。

善
行
川
柳	

選
者 

東

　
　逸
平

○

ス
マ
ホ
の
手

　一
寸
休
め
て

　善
意
の
手

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
ス
マ
ホ
の
手
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
休
め
て
、
誰
に
手
を
貸
し
た
の

か
な
？
な
ん
と
も
微
笑
ま
し
い
情
景
が
見
え
て
き
ま
す
ね
。

○

善
行
表
彰

　亡ち

ち父
の
涙
が

　き
ら
め
き
て

宮
城
県

阿
部

　澄
江

評
／
亡
き
父
へ
の
思
慕
が
、
表
彰
状
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
輝
い
て
、
涙

が
と
め
ど
な
い
娘
の
亡
き
父
へ
の
愛
情
が
き
ら
め
い
て
い
ま
す
。

○

初
蝶
の

　偵
察
の
ご
と

　庭
よ
ぎ
る

静
岡
県

真
野

　和
代

評
／
偵
察
の
ご
と
く
庭
隅
の
こ
と
ご
と
く
を
、
素
早
く
目
に
入
れ
て

舞
い
飛
ぶ
蝶
は
、
そ
う
い
え
ば
今
日
、
初
め
て
見
る
蝶
な
ん
だ
。

　《
偵
察
の
ご
と
》
の
フ
レ
ー
ズ
が
効
い
て
い
ま
す
ね
。

　俳
句
と
見
粉
う
佳
作
で
す
。

○

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　雪
だ
る
ま
式

　仲
間
増
え

大
分
県

佐
藤

　満
洋

評
／
人
柄
で
す
ね
。
雪
だ
る
ま
式
と
言
い
切
っ
た
と
こ
ろ
が
、
川
柳

の
世
界
で
す
ね
。《
雪
だ
る
ま
式
》
で
止
め
な
い
で
、
字
余
り
で

良
い
で
す
か
ら
、《
に
》
の
助
詞
を
加
え
ま
し
ょ
う
。

豊
橋
で
開
か
れ
、
春
季
善
行

表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
今
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
を
承
認
し
た
。

ま
た
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会

を
開
催
し
、
愛
知
県
、
福
井

県
、
金
沢
、
浜
松
、
御
殿
場

支
部
の
会
員
ら
六
十
人
が
参

加
、
各
支
部
代
表
者
に
よ
る

意
見
発
表
と
意
見
交
換
な
ど

を
行
っ
た
。

撮
影
で
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

　　福
岡
県
福
岡
支
部

平
成
三
十
年
度
福
岡

支
部
総
会
・
春
季
善
行

表
彰
伝
達
式
開
催

福
岡
支
部
の
平
成
三
十
年

度
総
会
・
春
季
善
行
表
彰
伝

達
式
を
、
平
成
三
十
年
六
月

二
日
（
土
曜
日
）
太
宰
府
市

五
条
三
丁
目
一
番
一
号
所
在

の
太
宰
府
市
い
き
い
き
情
報

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し

た
。
総
会
で
の
鳥
巣
支
部
長

挨
拶
で
は
、
福
岡
支
部
設
立

後
各
分
野
に
わ
た
っ
て
多
く

の
人
が
受
賞
さ
れ
て
い
る
が
、

会
員
入
会
者
は
一
割
に
満
た

な
い
状
況
で
、
入
会
さ
れ
て

も
す
ぐ
退
会
、
昨
年
は
三
名

の
入
会
者
に
対
し
て
四
名
が

他
界
さ
れ
、
会
員
数
は
若
千

減
少
傾
向
に
あ
る
。
支
部
の

基
盤
で
あ
る
会
員
増
強
に
向

け
て
、
会
員
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
の
で
皆
様

の
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
と

挨
拶
。
引
き
続
き
福
岡
支
部

の
顧
間
で
特
別
会
員
の
井
上

保
廣
元
太
宰
府
市
長
・
原
田

義
昭
衆
議
院
議
員
・
会
員
で

原
田
久
美
子
太
宰
府
市
市
議

会
議
員
か
ら
祝
辞
を
賜
り
、

続
い
て
勝
野
堅
介
日
本
善
行

会
会
長
等
の
祝
電
披
露
後
総

会
に
移
り
支
部
長
が
議
長
を

務
め
た
。
一
号
議
案
～
五
号

議
案
の
全
議
案
が
審
議
さ
れ

全
て
が
承
認
さ
れ
た
。
最
後

に
宇
土
支
部(

山
下
八
郎
支
部

長)

主
催
の
九
州
支
部
協
議
会

開
催
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

全
員
に
資
料
が
配
布
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
支
部
長
か

ら
善
行
表
彰
受
賞
者
に
表
彰

状
・
善
行
章
が
手
渡
さ
れ
、

記
念
写
真
撮
影
で
、
総
会
・

表
彰
伝
達
式
が
無
事
終
了    

し
た
。

そ
の
後
会
食
と
な
り
、
新

会
員
の
自
己
紹
介
・
会
員
相

互
の
紹
介
等
で
盛
り
上
が
り
、

和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
融
和

団
結
を
誓
合
っ
て
親
睦
を
深

め
た
有
意
義
な
総
会
・
表
彰

伝
達
式
で
あ
っ
た
。

　　群
馬
県
前
橋
支
部

設
立
二
十
周
年

記
念
式
典
を
開
催

前
橋
支
部
で
は
六
月
九
日

市
内
の
会
場
で
、
山
本
前

橋
市
長
・
塩
崎
前
橋
市
教

育
長
・
本
部
高
田
副
会
長
・

島
村
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
交
流

会
会
長
・
先
輩
支
部
の
高
崎

松
本
、
桐
生
川
村
支
部
長
・

田
中
前
橋
警
察
署
長
・
藤
井

前
橋
東
警
察
署
長
を
始
め

と
す
る
多
く
の
関
係
者
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

ま
で
の
奉
仕
活
動
に
対
す

る
励
ま
し
の
祝
辞
な
ど
賜

り
、
二
十
歳
の
記
念
式
典
・

祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
、
関
係
者
を
含
み
総
勢

百
二
十
名
が
参
加
し
、
盛
大

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
事
業
で
は
、
市
内
社

会
福
祉
協
議
会
様
に
福
祉
事

業
の
一
助
に
と
二
十
年
に
因

み
二
十
万
円
を
ご
寄
贈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
祝
賀
会
で
は
、
本
部

芸
能
奉
仕
団
皆
様
の
祝
芸
や

地
元
音
楽
愛
好
団
体
の
応
援

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
ご
披
露

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

紙
や
本
部
、
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
で
も
話
題
に
な
り
そ
の
ラ

ン
ド
セ
ル
の
寄
贈
活
動
が
全

国
に
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
に
な

り
ま
し
た
河
村
正
剛
様
が
前

橋
在
住
の
事
も
判
明
し
、
前

橋
支
部
の
会
員
と
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
善
行
会
活
動
を
一
緒
に
し

て
行
こ
う
と
ご
紹
介
と
決
意

を
ご
披
露
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

時
の
経
過
は
早
い
も
の
で

予
定
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

大
き
く
経
過
し
厳
粛
な
う
ち

に
も
和
や
か
に
二
十
歳
の
式

典
、
祝
賀
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
の
舞
は
、
湯
河
原
駅
前
に

立
つ
銅
像
、
湯
河
原
の
豪
族
、

土ど

い肥
実さ
ね
ひ
ら平
が
舞
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
も
の
を
再
現
し

た
も
の
で
す
。

今
を
去
る
八
百
三
十
八
年

の
昔
、
治
承
四
年
八
月
二
十
三

日
、
源
頼
朝
は
、
北
条
時
政
、

土
肥
実
年
等
三
百
騎
を
従
え
、

小
田
原
郊
外
、
石
橋
山
に
源

氏
再
興
の
旗
を
挙
げ
ま
し
た
。

し
か
し
大
庭
景
親
率
い
る
平

家
軍
三
千
余
騎
の
攻
撃
に
敗

れ
、
土
肥
に
退
き
追
い
す
が
る

敵
勢
を
討
ち
払
い
つ
つ
、
土

肥
の
椙す
ぎ
や
ま山
奥
深
く
逃
れ
ま
し

た
。
地
形
に
明
る
い
土
肥
実

平
の
進
言
に
よ
り
、
敵
の
目

を
は
ば
か
り
、
わ
ず
か
七
騎

と
な
っ
た
頼
朝
主
従
は
、
巌

窟
や
大
木
の
洞
に
隠
れ
小
道

地
蔵
堂
や
箱
根
権
現
に
か
く

ま
わ
れ
数
日
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
平
家
方
は
頼
朝
を

捕
ら
え
ん
も
の
と
全
山
く
ま

な
く
探
し
回
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
姿
さ
え
捉
え
ら
れ
ず
、

御
大
将
頼
朝
は
戦
い
に
利
あ

ら
ず
と
し
て
自
害
し
果
て
た

も
の
と
考
え
、
捜
索
を
断
念

し
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
国
の
途
に

つ
き
ま
し
た
。

こ
の
時
、
平
家
方
に
あ
っ
た

伊
東
祐
親
は
伊
東
に
帰
る
途

中
で
、
土
肥
の
館
に
火
を
放

し
ま
し
た
。

こ
れ
を
山
上
か
ら
見
た
実

平
は
「
め
で
た
い
」
と
舞
を
舞

い
ま
し
た
。
実
平
は
山
伏
修

験
の
心
得
が
あ
り
館
の
燃
え

盛
る
炎
を
「
柴さ
い
と
う燈
護ご

ま摩
」
の

火
行
と
考
え
山
中
に
潜
ん
だ

数
日
の
艱か
ん
な
ん
し
ん
く

難
辛
苦
を
、
山
伏

修
行
の
峰
入
り
修
行
の
苦
行

と
と
ら
え
、
そ
の
炎
（
昔
は

火
事
の
こ
と
を
焼
亡
と
い
っ

た
）
を
修
行
成
就
の
浄
火
と

見
て
「
延
年
」
を
舞
っ
た
の

で
す
。
延
年
と
は
昔
、
宮
中
、

社
寺
で
舞
わ
れ
る
ば
か
り
で

な
く
、
山
伏
修
行
の
終
わ
り

に
も
舞
わ
れ
た
も
の
で
、
謡

曲
の
「
安あ
た
か宅
」、歌
舞
伎
の
「
勧

進
帳
」
で
安
宅
の
関
の
通
過

を
許
さ
れ
た
時
、
弁
慶
が
舞
っ

た
も
の
で
す
。
実
平
は
「
焼

亡
」
を
見
て
延
年
の
「
焼
亡

の
舞
」
を
舞
っ
た
の
で
、
そ

の
前
途
は
開
け
、
真
鶴
よ
り

海
路
安
房
の
国
に
脱
出
、
関

東
や
が
て
は
諸
国
の
武
士
を

集
め
、
平
家
を
討
ち
滅
ぼ
し
、

武
士
の
政
権
を
樹
立
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢焼

じ ょ う も う

亡 の 舞

小 田 原 支 部

お

知
　ら

せ

▽
平
成
三
十
年
度

　第
三
回
理
事
会
及
び

　全
国
支
部
長
会
の

　
　
　
　開
催
に
つ
い
て

〈
日
時
〉

  

九
月
十
八
日
（
火
）

〈
場
所
〉

  

静
岡
県
熱
海
市

　
　
　
　
　

か
ん
ぽ
の
宿

■
訂
正
と
お
詫
び

七
月
号
二
面
の
特
別
表

彰
の
金
章
に
丸
野
忠
義
氏

と
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
、
銀
章
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
善
行
川
柳
の
丸

野
忠
義
氏
の
句
中
で
話
題

弾
む
と
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
、
話

題
の
弾
む
と
な
り
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。


